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件 名 
身寄りのない単身者向け終活・死後事務支援制度の創設を求める陳

情 

 

【陳情の趣旨】 

 近年、未婚化や少子化、家族形態の変化により、身寄りのない、または頼れる

親族がいない単身者が増加しています。 

私自身も目黒区で一人暮らしをしており、将来、死亡した際の葬儀や火葬、賃

貸住宅の明け渡し、公共料金や通信契約の解除、遺品整理などを誰に託せばよい

のかという不安を抱えています。 

現在、これらの手続きについては民間事業者や法律専門職による死後事務委任

契約等の制度がありますが、区民にとっては費用や契約内容が分かりにくく、安

心して利用できる支援体制が十分とは言えません。 

また、この問題は高齢者だけでなく、中高年の単身者にも共通する課題であり、

今後さらに対象者が増加することが予想されます。 

誰もが安心して人生の最終段階を迎えられる地域社会を実現するため、目黒区

において身寄りのない単身者を支援する終活・死後事務支援制度整備を求めま

す。 

目黒区においても単身世帯の増加が進んでおり、今後は身寄りのない区民が亡

くなった後の対応が大きな社会問題になると考えられます。 

現状では、死亡後の事務手続きや住居の明け渡しなどを担う仕組みが十分に整

備されておらず、多くの区民が将来への不安を抱えています。 

本陳情は特定の個人のみの課題ではなく、今後増加が見込まれる単身高齢者や

単身世帯全体に関わる課題への対応を求めるものです。 

目黒区におかれましては、区民が安心して暮らし続けられる地域づくりの一環

として、本陳情事項についてご検討くださいますようお願い申し上げます。 

 

【陳情事項】 

１ 身寄りのない単身者や高齢者を対象とした終活相談窓口を創設すること。 

２ 緊急連絡先、葬儀・埋葬の希望、死後事務受任者等の情報を事前に登録できる

仕組みを整備すること。 

３ 死後事務委任契約、任意後見契約、公正証書遺言等に関する相談支援及び情

報提供を充実させること。 

４ 区民が安心して利用できる専門職や支援団体に関する情報提供の仕組みを整

備すること。 

 

 


